
東郷ᚮၲ所所ᧈの

ʁ保ډ܇です。

問
い
合
わ
せ

町
立
図
書
館（
町
民
会
館
内
）

☎
０
５
６
１（
38
）２
９
０
０

お
は
な
し
会

▼
と
き　

̐
月
̒
日
、20
日（
土
）午
後
２

時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
お
話
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
　
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ

お
楽
し
み
会

▼
と
き　

̐
月
13
日（
土
）午
後
２
時
30
分

～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
町
民
会

館
３
階
視
聴
覚
室

▼
内
容
　
絵
本
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
、
映

写
会　

チ
ッ
プ
と
デ
ー
ル
「
リ
ス
の
朝
ご

は
ん
」、「
リ
ス
の
オ
モ
チ
ャ
合
戦
」

４
月
の
休
館
日

火
曜
日（
２
日
、
̕
日
、
16
日
、
23
日
）と

22
日（
月
）。
30
日（
火
）は
開
館
日
。

新
着
図
書

一
般
向
け

『
基
本
が
身
に
つ
く
書
道
の
教
科
書
』

青
山
浩
之

『
公
園
う
ん
ど
う
で
寝
た
き
り
を
防
ぐ
！
』

体
力
つ
く
り
指
導
協
会�

監
修

『
名
古
屋
地
名
も
の

が
た
り
』

杉
野
尚
夫

『
頂
へ�

藤
井
聡
太
を

生
ん
だ
も
の
』

岡
村
淳
司

『
テ
レ
ビ
探
偵
』

小
路
幸
也

『
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
帽

子
』
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ロ
ー
ラ
ン

児
童
書
・
絵
本

『
あ
る
ひ
あ
り
の
ア

ン
ト
ニ
オ
く
ん
』

石
津
ち
ひ
ろ

『
や
ぎ
こ
先
生
い
ち

ね
ん
せ
い
』

な
な
も
り
さ
ち
こ

『
13
歳
か
ら
の
絵
本

ガ
イ
ド�

』

金
原
瑞
人�

監
修

『
個
性
ハ
ッ
ケ
ン
！

２
未
来
を
つ
く
る
』
田
沼
茂
紀�

監
修

『
金
の
鳥�

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
む
か
し
ば
な

し
』
八
百
板
洋
子

『
火
星
を
知
る
！
』
三
品
隆
司

亜
鉛
が
不
足
し
て
い
ま
せ
ん
か

　

亜
鉛
は
全
身
（
主
に
皮
膚
・
骨
・
筋
肉
・

肝
臓
・
腎
臓
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
。）
に
存

在
し
ま
す
。

　

多
く
の
酵
素
の
構
成
要
素
と
し
て
、
生
体

の
様
々
な
代
謝
系
の
調
節
に
関
与
し
、
た
ん

ぱ
く
質
合
成
・
代
謝
な
ど
の
生
命
維
持
に
関

係
し
て
い
ま
す
。

●
亜
鉛
欠
乏
症

　

体
内
の
亜
鉛
が
欠
乏
す
る
と
、
様
々
な

症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

症
状
例
と
し
て
は
、
味
覚
異
常
や
舌
痛
、

食
欲
不
振
・
減
退
、
元
気
が
な
い
、
成
長

発
育
障
害
、
発
育
遅
延
、
皮
膚
炎
な
ど
の

皮
膚
病
変
、
褥
じ
ょ
く

瘡そ
う	

床
ず
れ
）、
貧
血
、
骨

粗
し
ょ
う
症
、
う
つ
、
精
神
異
常
、
行
動

異
常
、
性
機
能
異
常
、
免
疫
機
能
低
下
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
亜
鉛
と
骨
粗
し
ょ
う
症
と
の
関
係

　

従
来
、
骨
を
つ
く
る
栄
養
素
と
し
て
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
、

た
ん
ぱ
く
質
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
で
は
、
亜
鉛
も
大
切
な
栄
養
素
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

亜
鉛
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
働
き
か
け
て
、

食
品
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を
促
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
骨
の
構
成
成
分
の
多
く
を
占
め

る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成
に
も
欠
か
せ
な
い

成
分
で
、
骨
の
再
生
に
関
わ
る
細
胞
を
作

り
出
す
の
に
と
て
も
重
要
な
成
分
で
す
。

●
亜
鉛
が
足
り
な
く
な
る
原
因

　

偏
っ
た
食
事
、
極
端
な
減
量
、
飲
酒
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
る
こ

と
で
亜
鉛
が
使
用
さ
れ
、
ま
た
尿
中
へ
の

排
泄
が
多
く
な
り
ま
す
。

●
亜
鉛
を
多
く
含
む
食
品

　

亜
鉛
は
す
べ
て
の
細
胞
に
含
ま
れ
て
お

り
、
肉
・
魚
介
・
穀
類
・
ナ
ッ
ツ
類
な
ど
、

普
段
な
じ
み
の
食
品
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
多
い
も
の
と
し
て
は
、
牡か

蠣き

、
あ

わ
び
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ
、
ス
ル
メ
、
豚
レ
バ
ー
、

牛
肉
、
卵
、
チ
ー
ズ
、
納
豆
、
ア
ー
モ
ン

ド
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
意
識
し
て
、
普
段
の
食
事
に

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
範
囲
で
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
食
事
を
摂
る
よ
う
に
心
掛
け
、

健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
行
事
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